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(57)【要約】
【課題】本発明は室外ＬＥＤライトをを提供した。
【解決手段】防水箱を含み、前記防水箱の中には駆動空
間が設置され、前記駆動空間の中にはエネルギー蓄積機
構が設置され、前記エネルギー蓄積機構の上側には太陽
エネルギー機構が設置され、前記太陽エネルギー機構は
ソーラーパネルと充電線とを含み、前記ソーラーパネル
が太陽光を吸収し前記充電線により前記電源箱を充電し
、前記エネルギー蓄積機構の片側には放熱機構が設置さ
れる；本装置は太陽光を電気エネルギーに転化して貯蔵
し、また太陽の光を吸収する部分は太陽に連れて運動で
き、夜に装置を使用する必要がある時、内部に蓄えた電
気エネルギーを優先に使い、使い終えた後に外部の電源
を使い、また自動的に放熱することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
防水箱を含み、前記防水箱の中には駆動空間が設置され、前記駆動空間の中にはエネルギ
ー蓄積機構が設置され、前記エネルギー蓄積機構は電源箱と、出力コンセントと、頂部プ
ラグとＬＥＤ電球とを含み、前記電源箱が装置に一部分の電力を提供し、前記頂部プラグ
が前記出力コンセントの中に挿入された時だけに前記ＬＥＤ電球に電力を提供でき、前記
エネルギー蓄積機構はまた電気磁石と磁性ブロックとを含み、前記電気磁石と前記磁性ブ
ロックとの間には引力が存在し、前記電気磁石は前記電源箱に電気を通じることにより磁
力が生じ、前記電源箱の電圧が大きければ大きいほど前記電気磁石の磁性が強くなり、前
記エネルギー蓄積機構の上側には太陽エネルギー機構が設置され、前記太陽エネルギー機
構はソーラーパネルと充電線とを含み、前記ソーラーパネルが太陽光を吸収し前記充電線
により前記電源箱を充電し、前記駆動空間の中には入力コンセントと発光空間とが設置さ
れ、前記エネルギー蓄積機構の片側には放熱機構が設置され、前記放熱機構は入力電線と
、横向きプラグと分流器とを含み、前記入力電線が装置に安定した電流を提供でき、前記
分流器が電流を二つに分け、前記頂部プラグが前記横向きプラグを連動させ一緒に運動さ
せ、前記横向きプラグが前記入力コンセントの中に挿入された時だけに前記ＬＥＤ電球に
電力を提供できることを特徴とする室外ＬＥＤライト。
【請求項２】
前記エネルギー蓄積機構は頂部プラグを含み、前記駆動空間の後端壁には電源箱が固定さ
れ、前記電源箱の一つの端面の中には出力コンセントが設置され、前記電源箱の中には電
気磁石が植設され、前記駆動空間の後端壁には移動溝が設置され、前記移動溝の一つの端
壁には移動バネが固定され、前記移動バネのもう一端には前記移動溝とスライドできるよ
うに連結される移動ブロックが固定され、前記移動ブロックの前端には頂部プラグが固定
され、前記頂部プラグの一つの端面の下側には磁性ブロックが固定され、前記防水箱の下
端壁の片側にはＬＥＤ板が植設され、前記ＬＥＤ板が送電線により前記頂部プラグと連通
し、前記ＬＥＤ板の上端面には支持ブロックが固定され、前記支持ブロックの一つの端面
には入力コンセントが設置され、前記防水箱の下端面にはランプシェードが固定され、前
記ランプシェードの中には発光空間が設置され、前記ＬＥＤ板の下端面には六つのＬＥＤ
電球が固定されることを特徴とする請求項１に記載の室外ＬＥＤライト。
【請求項３】
前記放熱機構は鉛直プラグを含み、前記駆動空間の下端壁の中には街灯スタンドが固定さ
れ、前記街灯スタンドの中には入力電線が設置され、前記駆動空間の後端壁には分流器が
固定され、前記駆動空間の後端壁には鉛直溝が設置され、前記鉛直溝の中には鉛直ブロッ
クがスライドできるように設置され、前記鉛直ブロックの前端面には斜めロッドが回転で
きるように設置され、前記鉛直ブロックの前端面には鉛直プラグが固定され、前記鉛直プ
ラグと前記分流器とが前記送電線により連通し、前記駆動空間の後端壁にはファン軸を持
つ温度下げモータが固定され、前記温度下げモータの下端面には鉛直コンセントが設置さ
れる；
また、前記ファン軸には四つのファンブレードが均一に固定され、前記駆動空間の下端壁
には温度測定ブロックが固定され、前記温度測定ブロックの中には温度測定溝が設置され
、前記ＬＥＤ板の中には熱伝導ロッドが植設され、前記温度測定溝の中には密封ブロック
がスライドできるように設置され、前記街灯スタンドの一つの端面には温度測定バネが上
下対称的に固定され、前記密封ブロックの一つの端面には運動ロッドが固定され、前記運
動ロッドの一端と前記斜めロッドの一端とが回転できるように連結され、前記駆動空間の
後端壁には従動溝が設置され、前記従動溝の中には従動ブロックがスライドできるように
設置され、前記従動ブロックの前端には横向きプラグが固定され、前記横向きプラグと前
記頂部プラグとが絶縁ロッドにより固定的に連結され、前記横向きプラグと前記分流器と
が送電線により連通することを特徴とする請求項１に記載の室外ＬＥＤライト。
【請求項４】
前記太陽エネルギー機構は膨張溝を含み、前記防水箱の上端面には二つの水隔て板が固定
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され、前記防水箱の上端面の中心には定位ロッドが固定され、前記後側水隔て板の前端面
には四つの方形ブロックが均一に固定され、前記近接の二つの方形ブロックの間には前記
水隔て板の前端面と固定的に連結される環形ブロックが設置され、前記環形ブロックの中
には凸レンズが嵌植され、前記方形ブロックの中には膨張溝が設置され、前記膨張溝の上
端壁には昇降溝が設置され、前記昇降溝の中には昇降ブロックがスライドできるように設
置され、前記昇降ブロックの上端面には昇降ロッドが固定され、前記定位ロッドの中には
定位軸が回転できるように設置され、前記定位ロッドと前記定位軸との間にはねじりばね
が設置され、前記定位軸の後端にはソーラーパネルが固定され、前記ソーラーパネルと前
記電源箱とが充電線により連通することを特徴とする請求項１に記載の室外ＬＥＤライト
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は灯具分野に関わり、具体的には室外ＬＥＤライトである。
【背景技術】
【０００２】
ＬＥＤライトは伝統的な白熱ランプより清潔で省エネルギーであり、且つ使用寿命が長く
、今幅広く普及されている灯具であり、室外で使うＬＥＤライトはＬＥＤスポットライト
やＬＥＤ街灯やＬＥＤプールライトなどを含み、既存のＬＥＤ街灯は温度を制御する措置
が少なく、暑い地域で使われる寿命が短く、また既存のＬＥＤ街灯は太陽エネルギーを利
用するが、太陽電池板が固定されるため利用効率が高くない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第108050467号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明は室外ＬＥＤライトを提供し、上記背景技術に取り上げられた問題を解決すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
上記の目的を実現するため、本発明は以下の技術方案を提供する：室外ＬＥＤライトは、
防水箱を含み、前記防水箱の中には駆動空間が設置され、前記駆動空間の中にはエネルギ
ー蓄積機構が設置され、前記エネルギー蓄積機構は電源箱と、出力コンセントと、頂部プ
ラグとＬＥＤ電球とを含み、前記電源箱が装置に一部分の電力を提供し、前記頂部プラグ
が前記出力コンセントの中に挿入された時だけに前記ＬＥＤ電球に電力を提供でき、前記
エネルギー蓄積機構はまた電気磁石と磁性ブロックとを含み、前記電気磁石と前記磁性ブ
ロックとの間には引力が存在し、前記電気磁石は前記電源箱に電気を通じることにより磁
力が生じ、前記電源箱の電圧が大きければ大きいほど前記電気磁石の磁性が強くなり、前
記エネルギー蓄積機構の上側には太陽エネルギー機構が設置され、前記太陽エネルギー機
構はソーラーパネルと充電線とを含み、前記ソーラーパネルが太陽光を吸収し前記充電線
により前記電源箱を充電し、前記駆動空間の中には入力コンセントと発光空間とが設置さ
れ、前記エネルギー蓄積機構の片側には放熱機構が設置され、前記放熱機構は入力電線と
、横向きプラグと分流器とを含み、前記入力電線が装置に安定した電流を提供でき、前記
分流器が電流を二つに分け、前記頂部プラグが前記横向きプラグを連動させ一緒に運動さ
せ、前記横向きプラグが前記入力コンセントの中に挿入された時だけに前記ＬＥＤ電球に
電力を提供できる。
【０００６】
好ましくは、前記エネルギー蓄積機構は頂部プラグを含み、前記駆動空間の後端壁には電
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源箱が固定され、前記電源箱の一つの端面の中には出力コンセントが設置され、前記電源
箱の中には電気磁石が植設され、前記駆動空間の後端壁には移動溝が設置され、前記移動
溝の一つの端壁には移動バネが固定され、前記移動バネのもう一端には前記移動溝とスラ
イドできるように連結される移動ブロックが固定され、前記移動ブロックの前端には頂部
プラグが固定され、前記頂部プラグの一つの端面の下側には磁性ブロックが固定され、前
記防水箱の下端壁の片側にはＬＥＤ板が植設され、前記ＬＥＤ板が送電線により前記頂部
プラグと連通し、前記ＬＥＤ板の上端面には支持ブロックが固定され、前記支持ブロック
の一つの端面には入力コンセントが設置され、前記防水箱の下端面にはランプシェードが
固定され、前記ランプシェードの中には発光空間が設置され、前記ＬＥＤ板の下端面には
六つのＬＥＤ電球が固定される。
【０００７】
好ましくは、前記放熱機構は鉛直プラグを含み、前記駆動空間の下端壁の中には街灯スタ
ンドが固定され、前記街灯スタンドの中には入力電線が設置され、前記駆動空間の後端壁
には分流器が固定され、前記駆動空間の後端壁には鉛直溝が設置され、前記鉛直溝の中に
は鉛直ブロックがスライドできるように設置され、前記鉛直ブロックの前端面には斜めロ
ッドが回転できるように設置され、前記鉛直ブロックの前端面には鉛直プラグが固定され
、前記鉛直プラグと前記分流器とが前記送電線により連通し、前記駆動空間の後端壁には
ファン軸を持つ温度下げモータが固定され、前記温度下げモータの下端面には鉛直コンセ
ントが設置される。
【０００８】
また、前記ファン軸には四つのファンブレードが均一に固定され、前記駆動空間の下端壁
には温度測定ブロックが固定され、前記温度測定ブロックの中には温度測定溝が設置され
、前記ＬＥＤ板の中には熱伝導ロッドが植設され、前記温度測定溝の中には密封ブロック
がスライドできるように設置され、前記街灯スタンドの一つの端面には温度測定バネが上
下対称的に固定され、前記密封ブロックの一つの端面には運動ロッドが固定され、前記運
動ロッドの一端と前記斜めロッドの一端とが回転できるように連結され、前記駆動空間の
後端壁には従動溝が設置され、前記従動溝の中には従動ブロックがスライドできるように
設置され、前記従動ブロックの前端には横向きプラグが固定され、前記横向きプラグと前
記頂部プラグとが絶縁ロッドにより固定的に連結され、前記横向きプラグと前記分流器と
が送電線により連通する。
【０００９】
好ましくは、前記太陽エネルギー機構は膨張溝を含み、前記防水箱の上端面には二つの水
隔て板が固定され、前記防水箱の上端面の中心には定位ロッドが固定され、前記後側水隔
て板の前端面には四つの方形ブロックが均一に固定され、前記近接の二つの方形ブロック
の間には前記水隔て板の前端面と固定的に連結される環形ブロックが設置され、前記環形
ブロックの中には凸レンズが嵌植され、前記方形ブロックの中には膨張溝が設置され、前
記膨張溝の上端壁には昇降溝が設置され、前記昇降溝の中には昇降ブロックがスライドで
きるように設置され、前記昇降ブロックの上端面には昇降ロッドが固定され、前記定位ロ
ッドの中には定位軸が回転できるように設置され、前記定位ロッドと前記定位軸との間に
はねじりばねが設置され、前記定位軸の後端にはソーラーパネルが固定され、前記ソーラ
ーパネルと前記電源箱とが充電線により連通する。
【発明の効果】
【００１０】
以上により、本発明の有益な効果は：晴れた日に太陽の光を電気エネルギーに転化して蓄
え、また太陽の光を吸収する部分は太陽に連れて運動でき、太陽の光を吸収する効率を更
に高め、またそれはクリーンなエネルギーの太陽エネルギーであり、夜に装置を使用する
必要がある時、内部に蓄えた電気エネルギーを優先に使い、使い終えた後に外部の電源を
使い、また装置は作動して温度が高すぎる時、自動的に温度を下げ、装置の作動効率を強
め、また装置が作動できる寿命を延長する。
【図面の簡単な説明】
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【００１１】
下記に図１－５を合わせて本発明を詳しく説明し、意思の疎通をもっと便利にすることが
できるため、後文に出る方位を下記の通りに規定する：下記に述べた上下左右前後の方向
は図１自身の投影関係の上下左右前後の方向と一致している。
【００１２】
【図１】図１は本発明の室外ＬＥＤライトの全体断面の正面構造模式図である；
【図２】図２は本発明の室外ＬＥＤライトの頂部プラグの拡大構造模式図である；
【図３】図３は本発明の室外ＬＥＤライトの鉛直プラグの拡大構造模式図である；
【図４】図４は本発明の室外ＬＥＤライトの熱伝導ロッドの拡大構造模式図である；
【図５】図５は本発明の室外ＬＥＤライトの方形ブロックの拡大構造模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
本説明書に開示したすべての特徴、または開示したすべての方法または過程中のステップ
は、互いに排斥する特徴と／またはステップ以外に、いずれもあらゆる方式で組み合わせ
ることができる。
【００１４】
図１－５を参考し、本発明が提供する実施例は：室外ＬＥＤライトであり、防水箱１００
を含み、前記防水箱１００の中には駆動空間１０１が設置され、前記駆動空間１０１の中
にはエネルギー蓄積機構１６０が設置され、前記エネルギー蓄積機構１６０は電源箱１０
４と、出力コンセント１０３と、頂部プラグ１０２とＬＥＤ電球１３３とを含み、前記電
源箱１０４が装置に一部分の電力を提供し、前記頂部プラグ１０２が前記出力コンセント
１０３の中に挿入された時だけに前記ＬＥＤ電球１３３に電力を提供でき、前記エネルギ
ー蓄積機構１６０はまた電気磁石１３２と磁性ブロック１４０とを含み、前記電気磁石１
３２と前記磁性ブロック１４０との間には引力が存在し、前記電気磁石１３２は前記電源
箱１０４に電気を通じることにより磁力が生じ、前記電源箱１０４の電圧が大きければ大
きいほど前記電気磁石１３２の磁性が強くなり、前記エネルギー蓄積機構１６０の上側に
は太陽エネルギー機構１６２が設置され、前記太陽エネルギー機構１６２はソーラーパネ
ル１１２と充電線１１３とを含み、前記ソーラーパネル１１２が太陽光を吸収し前記充電
線１１３により前記電源箱１０４を充電し、前記駆動空間１００の中には入力コンセント
１４６と発光空間１３４とが設置され、前記エネルギー蓄積機構１６０の片側には放熱機
構１６１が設置され、前記放熱機構１６１は入力電線１２１と、横向きプラグ１４４と分
流器１１９とを含み、前記入力電線１２１が装置に安定した電流を提供でき、前記分流器
１１９が電流を二つに分け、前記頂部プラグ１０２が前記横向きプラグ１４４を連動させ
一緒に運動させ、前記横向きプラグ１４４が前記入力コンセント１４６の中に挿入された
時だけに前記ＬＥＤ電球１３３に電力を提供できる。
【００１５】
有益なように、前記エネルギー蓄積機構１６０は頂部プラグ１０２を含み、前記駆動空間
１０１の後端壁には電源箱１０４が固定され、前記電源箱１０４の一つの端面の中には出
力コンセント１０３が設置され、前記電源箱１０４の中には電気磁石１３２が植設され、
前記駆動空間１０１の後端壁には移動溝１３７が設置され、前記移動溝１３７の一つの端
壁には移動バネ１３８が固定され、前記移動バネ１３８のもう一端には前記移動溝１３７
とスライドできるように連結される移動ブロック１３９が固定され、前記移動ブロック１
３９の前端には頂部プラグ１０２が固定され、前記頂部プラグ１０２の一つの端面の下側
には磁性ブロック１４０が固定され、前記防水箱１００の下端壁の片側にはＬＥＤ板１３
６が植設され、前記ＬＥＤ板１３６が送電線１１８により前記頂部プラグ１０２と連通し
、前記ＬＥＤ板１３６の上端面には支持ブロック１４５が固定され、前記支持ブロック１
４５の一つの端面には入力コンセント１４６が設置され、前記防水箱１００の下端面には
ランプシェード１３５が固定され、前記ランプシェード１３５の中には発光空間１３４が
設置され、前記ＬＥＤ板１３６の下端面には六つのＬＥＤ電球１３３が固定される。
【００１６】
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有益なように、前記放熱機構１６１は鉛直プラグ１２２を含み、前記駆動空間１０１の下
端壁の中には街灯スタンド１２０が固定され、前記街灯スタンド１２０の中には入力電線
１２１が設置され、前記駆動空間１０１の後端壁には分流器１１９が固定され、前記駆動
空間１０１の後端壁には鉛直溝１５４が設置され、前記鉛直溝１５４の中には鉛直ブロッ
ク１５３がスライドできるように設置され、前記鉛直ブロック１５３の前端面には斜めロ
ッド１２３が回転できるように設置され、前記鉛直ブロック１５３の前端面には鉛直プラ
グ１２２が固定され、前記鉛直プラグ１２２と前記分流器１１９とが前記送電線１１８に
より連通し、前記駆動空間１０１の後端壁にはファン軸１４９を持つ温度下げモータ１５
０が固定され、前記温度下げモータ１５０の下端面には鉛直コンセント１５１が設置され
る。
【００１７】
また、前記ファン軸１４９には四つのファンブレード１４８が均一に固定され、前記駆動
空間１０１の下端壁には温度測定ブロック１３１が固定され、前記温度測定ブロック１３
１の中には温度測定溝１３０が設置され、前記ＬＥＤ板１３６の中には熱伝導ロッド１２
９が植設され、前記温度測定溝１３０の中には密封ブロック１２８がスライドできるよう
に設置され、前記街灯スタンド１２０の一つの端面には温度測定バネ１２７が上下対称的
に固定され、前記密封ブロック１２８の一つの端面には運動ロッド１２６が固定され、前
記運動ロッド１２６の一端と前記斜めロッド１２３の一端とが回転できるように連結され
、前記駆動空間１０１の後端壁には従動溝１４２が設置され、前記従動溝１４２の中には
従動ブロック１４３がスライドできるように設置され、前記従動ブロック１４３の前端に
は横向きプラグ１４４が固定され、前記横向きプラグ１４４と前記頂部プラグ１０２とが
絶縁ロッド１４１により固定的に連結され、前記横向きプラグ１４４と前記分流器１１９
とが送電線１１８により連通する。
【００１８】
有益なように、前記太陽エネルギー機構１６２は膨張溝１０５を含み、前記防水箱１００
の上端面には二つの水隔て板１１７が固定され、前記防水箱１００の上端面の中心には定
位ロッド１１６が固定され、前記後側水隔て板１１７の前端面には四つの方形ブロック１
０７が均一に固定され、前記近接の二つの方形ブロック１０７の間には前記水隔て板１１
７の前端面と固定的に連結される環形ブロック１１０が設置され、前記環形ブロック１１
０の中には凸レンズ１１１が嵌植され、前記方形ブロック１０７の中には膨張溝１０５が
設置され、前記膨張溝１０５の上端壁には昇降溝１０８が設置され、前記昇降溝１０８の
中には昇降ブロック１０６がスライドできるように設置され、前記昇降ブロック１０６の
上端面には昇降ロッド１０９が固定され、前記定位ロッド１１６の中には定位軸１１５が
回転できるように設置され、前記定位ロッド１１６と前記定位軸１１５との間にはねじり
ばね１１４が設置され、前記定位軸１１５の後端にはソーラーパネル１１２が固定され、
前記ソーラーパネル１１２と前記電源箱１０４とが充電線１１３により連通する。
【００１９】
下記に、出願人は附図１－５及び上記に述べた本出願の室外ＬＥＤライトの具体的な構成
を参考し本出願の室外ＬＥＤライトの使用方法を詳しく紹介する：
【００２０】
太陽が出る昼間に、太陽がソーラーパネル１１２を照らし、電源箱１０４を充電し、太陽
の運動に連れて、太陽の光は凸レンズ１１１により集まり、それにより膨張溝１０５の中
の気体が膨張し、昇降ブロック１０６をプッシュし上昇させ、昇降ロッド１０９を上昇連
動させ、ソーラーパネル１１２が太陽に連れて運動でき、それにより比較的によい日照り
を得る。
【００２１】
夜に当該装置を使用する必要がある時、電源箱１０４を開け、電気磁石１３２が通電して
磁力を持ち、磁性ブロック１４０を吸い付け頂部プラグ１０２を連動させ片側に運動させ
、電源箱１０４の電量が不足になる時、横向きプラグ１４４が依然として入力コンセント
１４６の中に挿入され、入力電線１２１の中の電流は分流器１１９と送電線１１８により
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横向きプラグ１４４の中まで運動し、それによりすべてのＬＥＤ電球１３３を点灯し照明
を行わせ、電源箱１０４の電量が標準値に達すると、電気磁石１３２が通電し一定程度の
磁力を持ち、磁性ブロック１４０を吸い付け片側に運動させ、それにより横向きプラグ１
４４を連動させ片側に運動させ入力コンセント１４６から離脱し、電源箱１０４により頂
部プラグ１０２が通電し、それによりすべてのＬＥＤ電球１３３を点灯し、熱伝導ロッド
１２９が熱量を温度測定溝１３０の中まで伝導する。
【００２２】
仮に発光空間１３４の中の温度が高すぎると、温度測定溝１３０の中の気体が膨張し、密
封ブロック１２８をプッシュし片側に運動させ、運動ロッド１２６を連動させ片側に運動
させ、鉛直ブロック１５３をプッシュし上に運動させ、鉛直ブロック１５３が鉛直プラグ
１２２を連動させ上に運動させ鉛直コンセント１５１の中に插入させ、それにより電流を
温度下げモータ１５０の中に伝導し、ファン軸１４９が回転しファンブレード１４８を回
転連動させ、それにより装置に対し温度を下げる。
【００２３】
本発明の有益な効果は：晴れた日に太陽の光を電気エネルギーに転化して蓄え、また太陽
の光を吸収する部分は太陽に連れて運動でき、太陽の光を吸収する効率を更に高め、また
それはクリーンなエネルギーの太陽エネルギーであり、夜に装置を使用する必要がある時
、内部に蓄えた電気エネルギーを優先に使い、使い終えた後に外部の電源を使い、また装
置は作動して温度が高すぎる時、自動的に温度を下げ、装置の作動効率を強め、また装置
が作動できる寿命を延長する。
【００２４】
上記に述べたことは、ただ発明の具体的な実施方式であり、発明の保護範囲はこれに限定
されるものではなく、創造的な労働を通さない場合で想到できるすべての変化または入れ
替わりはいずれも発明の保護範囲に含むべきである。そのため、発明の保護範囲は請求項
に限定した保護範囲を基準とするベきである。
【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】令和1年6月19日(2019.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
防水箱を含み、前記防水箱の中には駆動空間が設置され、前記駆動空間の中にはエネルギ
ー蓄積機構が設置され、前記エネルギー蓄積機構は電源箱と、出力コンセントと、頂部プ
ラグとＬＥＤ電球とを含み、前記電源箱が前記室外ＬＥＤライトに一部分の電力を提供し
、前記頂部プラグが前記出力コンセントの中に挿入された時だけに、前記電源箱が前記Ｌ
ＥＤ電球に電力を提供でき、前記エネルギー蓄積機構はまた電気磁石と磁性ブロックとを
含み、前記電気磁石と前記磁性ブロックとの間には引力が存在し、前記電気磁石は前記電
源箱に電気を通じることにより磁力が生じ、前記電源箱の電圧が大きければ大きいほど前
記電気磁石の磁性が強くなり、前記エネルギー蓄積機構の上側には太陽エネルギー機構が
設置され、前記太陽エネルギー機構はソーラーパネルと充電線とを含み、前記ソーラーパ
ネルが太陽光を吸収し前記充電線により前記電源箱を充電し、前記駆動空間の中には入力
コンセントと発光空間とが設置され、前記エネルギー蓄積機構の片側には放熱機構が設置
され、前記放熱機構は入力電線と、横向きプラグと分流器とを含み、前記入力電線が装置
に安定した電流を提供でき、前記分流器が電流を二つに分け、前記頂部プラグが前記横向
きプラグを連動させ一緒に運動させることを特徴とする室外ＬＥＤライト。
【請求項２】
前記エネルギー蓄積機構は頂部プラグを含み、前記駆動空間の後端壁には電源箱が固定さ
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れ、前記電源箱の一つの端面の中には出力コンセントが設置され、前記電源箱の中には電
気磁石が植設され、前記駆動空間の後端壁には移動溝が設置され、前記移動溝の一つの端
壁には移動バネが固定され、前記移動バネのもう一端には前記移動溝とスライドできるよ
うに連結される移動ブロックが固定され、前記移動ブロックの前端には頂部プラグが固定
され、前記頂部プラグの一つの端面の下側には磁性ブロックが固定され、前記防水箱の下
端壁の片側にはＬＥＤ板が植設され、前記ＬＥＤ板が送電線により前記頂部プラグと連通
し、前記ＬＥＤ板の上端面には支持ブロックが固定され、前記支持ブロックの一つの端面
には入力コンセントが設置され、前記防水箱の下端面にはランプシェードが固定され、前
記ランプシェードの中には発光空間が設置され、前記ＬＥＤ板の下端面には六つのＬＥＤ
電球が固定されることを特徴とする請求項１に記載の室外ＬＥＤライト。
【請求項３】
前記放熱機構は鉛直プラグを含み、前記駆動空間の下端壁の中には街灯スタンドが固定さ
れ、前記街灯スタンドの中には入力電線が設置され、前記駆動空間の後端壁には分流器が
固定され、前記駆動空間の後端壁には鉛直溝が設置され、前記鉛直溝の中には鉛直ブロッ
クがスライドできるように設置され、前記鉛直ブロックの前端面には斜めロッドが回転で
きるように設置され、前記鉛直ブロックの前端面には鉛直プラグが固定され、前記鉛直プ
ラグと前記分流器とが前記送電線により連通し、前記駆動空間の後端壁にはファン軸を持
つ温度下げモータが固定され、前記温度下げモータの下端面には鉛直コンセントが設置さ
れており、
また、前記ファン軸には四つのファンブレードが均一に固定され、前記駆動空間の下端壁
には温度測定ブロックが固定され、前記温度測定ブロックの中には温度測定溝が設置され
、前記ＬＥＤ板の中には熱伝導ロッドが植設され、前記温度測定溝の中には密封ブロック
がスライドできるように設置され、前記街灯スタンドの一つの端面には温度測定バネが上
下対称的に固定され、前記密封ブロックの一つの端面には運動ロッドが固定され、前記運
動ロッドの一端と前記斜めロッドの一端とが回転できるように連結され、前記駆動空間の
後端壁には従動溝が設置され、前記従動溝の中には従動ブロックがスライドできるように
設置され、前記従動ブロックの前端には横向きプラグが固定され、前記横向きプラグと前
記頂部プラグとが絶縁ロッドにより固定的に連結され、前記横向きプラグと前記分流器と
が送電線により連通することを特徴とする請求項２に記載の室外ＬＥＤライト。
【請求項４】
前記太陽エネルギー機構は膨張溝を含み、前記防水箱の上端面には二つの水隔て板が固定
され、前記防水箱の上端面の中心には定位ロッドが固定され、後側の前記水隔て板の前端
面には四つの方形ブロックが均一に固定され、近接の前記二つの方形ブロックの間には前
記水隔て板の前端面と固定的に連結される環形ブロックが設置され、前記環形ブロックの
中には凸レンズが嵌植され、前記方形ブロックの中には膨張溝が設置され、前記膨張溝の
上端壁には昇降溝が設置され、前記昇降溝の中には昇降ブロックがスライドできるように
設置され、前記昇降ブロックの上端面には昇降ロッドが固定され、前記定位ロッドの中に
は定位軸が回転できるように設置され、前記定位ロッドと前記定位軸との間にはねじりば
ねが設置され、前記定位軸の後端にはソーラーパネルが固定され、前記ソーラーパネルと
前記電源箱とが充電線により連通することを特徴とする請求項１に記載の室外ＬＥＤライ
ト。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は灯具分野に関わり、具体的には室外ＬＥＤライトである。
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【背景技術】
【０００２】
ＬＥＤライトは伝統的な白熱ランプより清潔で省エネルギーであり、且つ使用寿命が長く
、今幅広く普及されている灯具であり、室外で使うＬＥＤライトはＬＥＤスポットライト
やＬＥＤ街灯やＬＥＤプールライトなどを含み、既存のＬＥＤ街灯は温度を制御する措置
が少なく、暑い地域で使われる寿命が短く、また既存のＬＥＤ街灯は太陽エネルギーを利
用するが、太陽電池板が固定されるため利用効率が高くない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第１０８０５０４６７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明は室外ＬＥＤライトを提供し、上記背景技術に取り上げられた問題を解決すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
上記の目的を実現するため、本発明は以下の技術方案を提供する：室外ＬＥＤライトは、
防水箱を含み、前記防水箱の中には駆動空間が設置され、前記駆動空間の中にはエネルギ
ー蓄積機構が設置され、前記エネルギー蓄積機構は電源箱と、出力コンセントと、頂部プ
ラグとＬＥＤ電球とを含み、前記電源箱が前記室外ＬＥＤライトに一部分の電力を提供し
、前記頂部プラグが前記出力コンセントの中に挿入された時だけに、前記電源箱が前記Ｌ
ＥＤ電球に電力を提供でき、前記エネルギー蓄積機構はまた電気磁石と磁性ブロックとを
含み、前記電気磁石と前記磁性ブロックとの間には引力が存在し、前記電気磁石は前記電
源箱に電気を通じることにより磁力が生じ、前記電源箱の電圧が大きければ大きいほど前
記電気磁石の磁性が強くなり、前記エネルギー蓄積機構の上側には太陽エネルギー機構が
設置され、前記太陽エネルギー機構はソーラーパネルと充電線とを含み、前記ソーラーパ
ネルが太陽光を吸収し前記充電線により前記電源箱を充電し、前記駆動空間の中には入力
コンセントと発光空間とが設置され、前記エネルギー蓄積機構の片側には放熱機構が設置
され、前記放熱機構は入力電線と、横向きプラグと分流器とを含み、前記入力電線が装置
に安定した電流を提供でき、前記分流器が電流を二つに分け、前記頂部プラグが前記横向
きプラグを連動させ一緒に運動させる。
【０００６】
好ましくは、前記エネルギー蓄積機構は頂部プラグを含み、前記駆動空間の後端壁には電
源箱が固定され、前記電源箱の一つの端面の中には出力コンセントが設置され、前記電源
箱の中には電気磁石が植設され、前記駆動空間の後端壁には移動溝が設置され、前記移動
溝の一つの端壁には移動バネが固定され、前記移動バネのもう一端には前記移動溝とスラ
イドできるように連結される移動ブロックが固定され、前記移動ブロックの前端には頂部
プラグが固定され、前記頂部プラグの一つの端面の下側には磁性ブロックが固定され、前
記防水箱の下端壁の片側にはＬＥＤ板が植設され、前記ＬＥＤ板が送電線により前記頂部
プラグと連通し、前記ＬＥＤ板の上端面には支持ブロックが固定され、前記支持ブロック
の一つの端面には入力コンセントが設置され、前記防水箱の下端面にはランプシェードが
固定され、前記ランプシェードの中には発光空間が設置され、前記ＬＥＤ板の下端面には
六つのＬＥＤ電球が固定される。
【０００７】
好ましくは、前記放熱機構は鉛直プラグを含み、前記駆動空間の下端壁の中には街灯スタ
ンドが固定され、前記街灯スタンドの中には入力電線が設置され、前記駆動空間の後端壁
には分流器が固定され、前記駆動空間の後端壁には鉛直溝が設置され、前記鉛直溝の中に
は鉛直ブロックがスライドできるように設置され、前記鉛直ブロックの前端面には斜めロ
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ッドが回転できるように設置され、前記鉛直ブロックの前端面には鉛直プラグが固定され
、前記鉛直プラグと前記分流器とが前記送電線により連通し、前記駆動空間の後端壁には
ファン軸を持つ温度下げモータが固定され、前記温度下げモータの下端面には鉛直コンセ
ントが設置される。
【０００８】
また、前記ファン軸には四つのファンブレードが均一に固定され、前記駆動空間の下端壁
には温度測定ブロックが固定され、前記温度測定ブロックの中には温度測定溝が設置され
、前記ＬＥＤ板の中には熱伝導ロッドが植設され、前記温度測定溝の中には密封ブロック
がスライドできるように設置され、前記街灯スタンドの一つの端面には温度測定バネが上
下対称的に固定され、前記密封ブロックの一つの端面には運動ロッドが固定され、前記運
動ロッドの一端と前記斜めロッドの一端とが回転できるように連結され、前記駆動空間の
後端壁には従動溝が設置され、前記従動溝の中には従動ブロックがスライドできるように
設置され、前記従動ブロックの前端には横向きプラグが固定され、前記横向きプラグと前
記頂部プラグとが絶縁ロッドにより固定的に連結され、前記横向きプラグと前記分流器と
が送電線により連通する。
【０００９】
好ましくは、前記太陽エネルギー機構は膨張溝を含み、前記防水箱の上端面には二つの水
隔て板が固定され、前記防水箱の上端面の中心には定位ロッドが固定され、後側の前記水
隔て板の前端面には四つの方形ブロックが均一に固定され、近接の前記二つの方形ブロッ
クの間には前記水隔て板の前端面と固定的に連結される環形ブロックが設置され、前記環
形ブロックの中には凸レンズが嵌植され、前記方形ブロックの中には膨張溝が設置され、
前記膨張溝の上端壁には昇降溝が設置され、前記昇降溝の中には昇降ブロックがスライド
できるように設置され、前記昇降ブロックの上端面には昇降ロッドが固定され、前記定位
ロッドの中には定位軸が回転できるように設置され、前記定位ロッドと前記定位軸との間
にはねじりばねが設置され、前記定位軸の後端にはソーラーパネルが固定され、前記ソー
ラーパネルと前記電源箱とが充電線により連通する。
【発明の効果】
【００１０】
以上により、本発明の有益な効果は：晴れた日に太陽の光を電気エネルギーに転化して蓄
え、また太陽の光を吸収する部分は太陽に連れて運動でき、太陽の光を吸収する効率を更
に高め、またそれはクリーンなエネルギーの太陽エネルギーであり、夜に装置を使用する
必要がある時、内部に蓄えた電気エネルギーを優先に使い、使い終えた後に外部の電源を
使い、また装置は作動して温度が高すぎる時、自動的に温度を下げ、装置の作動効率を強
め、また装置が作動できる寿命を延長する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
下記に図１－５を合わせて本発明を詳しく説明し、意思の疎通をもっと便利にすることが
できるため、後文に出る方位を下記の通りに規定する：下記に述べた上下左右前後の方向
は図１自身の投影関係の上下左右前後の方向と一致している。
【００１２】
【図１】図１は本発明の室外ＬＥＤライトの全体断面の正面構造模式図
【図２】図２は本発明の室外ＬＥＤライトの頂部プラグの拡大構造模式図
【図３】図３は本発明の室外ＬＥＤライトの鉛直プラグの拡大構造模式図
【図４】図４は本発明の室外ＬＥＤライトの熱伝導ロッドの拡大構造模式図
【図５】図５は本発明の室外ＬＥＤライトの方形ブロックの拡大構造模式図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
本説明書に開示したすべての特徴、または開示したすべての方法または過程中のステップ
は、互いに排斥する特徴と／またはステップ以外に、いずれもあらゆる方式で組み合わせ
ることができる。
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【００１４】
図１－５を参考し、本発明が提供する実施例は：室外ＬＥＤライトであり、防水箱１００
を含み、前記防水箱１００の中には駆動空間１０１が設置され、前記駆動空間１０１の中
にはエネルギー蓄積機構１６０が設置され、前記エネルギー蓄積機構１６０は電源箱１０
４と、出力コンセント１０３と、頂部プラグ１０２とＬＥＤ電球１３３とを含み、前記電
源箱１０４が前記室外ＬＥＤライトに一部分の電力を提供し、前記頂部プラグ１０２が前
記出力コンセント１０３の中に挿入された時だけに、前記電源箱１０４が前記ＬＥＤ電球
１３３に電力を提供でき、前記エネルギー蓄積機構１６０はまた電気磁石１３２と磁性ブ
ロック１４０とを含み、前記電気磁石１３２と前記磁性ブロック１４０との間には引力が
存在し、前記電気磁石１３２は前記電源箱１０４に電気を通じることにより磁力が生じ、
前記電源箱１０４の電圧が大きければ大きいほど前記電気磁石１３２の磁性が強くなり、
前記エネルギー蓄積機構１６０の上側には太陽エネルギー機構１６２が設置され、前記太
陽エネルギー機構１６２はソーラーパネル１１２と充電線１１３とを含み、前記ソーラー
パネル１１２が太陽光を吸収し前記充電線１１３により前記電源箱１０４を充電し、前記
駆動空間１００の中には入力コンセント１４６と発光空間１３４とが設置され、前記エネ
ルギー蓄積機構１６０の片側には放熱機構１６１が設置され、前記放熱機構１６１は入力
電線１２１と、横向きプラグ１４４と分流器１１９とを含み、前記入力電線１２１が装置
に安定した電流を提供でき、前記分流器１１９が電流を二つに分け、前記頂部プラグ１０
２が前記横向きプラグ１４４を連動させ一緒に運動させる。
【００１５】
有益なように、前記エネルギー蓄積機構１６０は頂部プラグ１０２を含み、前記駆動空間
１０１の後端壁には電源箱１０４が固定され、前記電源箱１０４の一つの端面の中には出
力コンセント１０３が設置され、前記電源箱１０４の中には電気磁石１３２が植設され、
前記駆動空間１０１の後端壁には移動溝１３７が設置され、前記移動溝１３７の一つの端
壁には移動バネ１３８が固定され、前記移動バネ１３８のもう一端には前記移動溝１３７
とスライドできるように連結される移動ブロック１３９が固定され、前記移動ブロック１
３９の前端には頂部プラグ１０２が固定され、前記頂部プラグ１０２の一つの端面の下側
には磁性ブロック１４０が固定され、前記防水箱１００の下端壁の片側にはＬＥＤ板１３
６が植設され、前記ＬＥＤ板１３６が送電線１１８により前記頂部プラグ１０２と連通し
、前記ＬＥＤ板１３６の上端面には支持ブロック１４５が固定され、前記支持ブロック１
４５の一つの端面には入力コンセント１４６が設置され、前記防水箱１００の下端面には
ランプシェード１３５が固定され、前記ランプシェード１３５の中には発光空間１３４が
設置され、前記ＬＥＤ板１３６の下端面には六つのＬＥＤ電球１３３が固定される。
【００１６】
有益なように、前記放熱機構１６１は鉛直プラグ１２２を含み、前記駆動空間１０１の下
端壁の中には街灯スタンド１２０が固定され、前記街灯スタンド１２０の中には入力電線
１２１が設置され、前記駆動空間１０１の後端壁には分流器１１９が固定され、前記駆動
空間１０１の後端壁には鉛直溝１５４が設置され、前記鉛直溝１５４の中には鉛直ブロッ
ク１５３がスライドできるように設置され、前記鉛直ブロック１５３の前端面には斜めロ
ッド１２３が回転できるように設置され、前記鉛直ブロック１５３の前端面には鉛直プラ
グ１２２が固定され、前記鉛直プラグ１２２と前記分流器１１９とが前記送電線１１８に
より連通し、前記駆動空間１０１の後端壁にはファン軸１４９を持つ温度下げモータ１５
０が固定され、前記温度下げモータ１５０の下端面には鉛直コンセント１５１が設置され
る。
【００１７】
また、前記ファン軸１４９には四つのファンブレード１４８が均一に固定され、前記駆動
空間１０１の下端壁には温度測定ブロック１３１が固定され、前記温度測定ブロック１３
１の中には温度測定溝１３０が設置され、前記ＬＥＤ板１３６の中には熱伝導ロッド１２
９が植設され、前記温度測定溝１３０の中には密封ブロック１２８がスライドできるよう
に設置され、前記街灯スタンド１２０の一つの端面には温度測定バネ１２７が上下対称的
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に固定され、前記密封ブロック１２８の一つの端面には運動ロッド１２６が固定され、前
記運動ロッド１２６の一端と前記斜めロッド１２３の一端とが回転できるように連結され
、前記駆動空間１０１の後端壁には従動溝１４２が設置され、前記従動溝１４２の中には
従動ブロック１４３がスライドできるように設置され、前記従動ブロック１４３の前端に
は横向きプラグ１４４が固定され、前記横向きプラグ１４４と前記頂部プラグ１０２とが
絶縁ロッド１４１により固定的に連結され、前記横向きプラグ１４４と前記分流器１１９
とが送電線１１８により連通する。
【００１８】
有益なように、前記太陽エネルギー機構１６２は膨張溝１０５を含み、前記防水箱１００
の上端面には二つの水隔て板１１７が固定され、前記防水箱１００の上端面の中心には定
位ロッド１１６が固定され、後側の前記水隔て板１１７の前端面には四つの方形ブロック
１０７が均一に固定され、近接の前記二つの方形ブロック１０７の間には前記水隔て板１
１７の前端面と固定的に連結される環形ブロック１１０が設置され、前記環形ブロック１
１０の中には凸レンズ１１１が嵌植され、前記方形ブロック１０７の中には膨張溝１０５
が設置され、前記膨張溝１０５の上端壁には昇降溝１０８が設置され、前記昇降溝１０８
の中には昇降ブロック１０６がスライドできるように設置され、前記昇降ブロック１０６
の上端面には昇降ロッド１０９が固定され、前記定位ロッド１１６の中には定位軸１１５
が回転できるように設置され、前記定位ロッド１１６と前記定位軸１１５との間にはねじ
りばね１１４が設置され、前記定位軸１１５の後端にはソーラーパネル１１２が固定され
、前記ソーラーパネル１１２と前記電源箱１０４とが充電線１１３により連通する。
【００１９】
下記に、出願人は附図１－５及び上記に述べた本出願の室外ＬＥＤライトの具体的な構成
を参考し本出願の室外ＬＥＤライトの使用方法を詳しく紹介する：
【００２０】
太陽が出る昼間に、太陽がソーラーパネル１１２を照らし、電源箱１０４を充電し、太陽
の運動に連れて、太陽の光は凸レンズ１１１により集まり、それにより膨張溝１０５の中
の気体が膨張し、昇降ブロック１０６をプッシュし上昇させ、昇降ロッド１０９を上昇連
動させ、ソーラーパネル１１２が太陽に連れて運動でき、それにより比較的によい日照り
を得る。
【００２１】
夜に前記室外ＬＥＤライトを使用する必要がある時、電源箱１０４が起動され回路を導通
し、電源箱の中に植設された電気磁石１３２を電源箱１０４と回路を生成させて通電させ
磁力を生成し、磁性ブロック１４０を吸引し、それにより頂部プラグ１０２を右に運動連
動させ、横向きプラグ１４４が頂部プラグ１０２と共に右に運動し、移動バネ１３８が引
っ張られ、電源箱１０４の電量が不足になる時、横向きプラグ１４４が依然として入力コ
ンセント１４６の中に挿入されており、このとき横向きプラグ１４４と支持ブロック１４
５とが依然として電流を導通する状態にあり、外部からの電気エネルギーが入力電線１２
１と、分流器１１９及び送電線１１８を経由してＬＥＤ電球１３３を点灯し照明を行わせ
、電源箱１０４の電量が標準値に達すると、電気磁石１３２が通電し一定程度の磁力を持
ち、磁性ブロック１４０を吸引し片側に運動させ、それにより横向きプラグ１４４を右側
に運動連動させ入力コンセント１４６から離脱し、電源箱１０４により頂部プラグ１０２
を通電させ、それによりすべてのＬＥＤ電球１３３を点灯し、熱伝導ロッド１２９が熱量
を温度測定溝１３０の中まで伝導する。
【００２２】
仮に発光空間１３４の中の温度が高すぎると、温度測定溝１３０の中の気体が膨張し、密
封ブロック１２８をプッシュし片側に運動させ、運動ロッド１２６を連動させ片側に運動
させ、鉛直ブロック１５３をプッシュし上に運動させ、鉛直ブロック１５３が鉛直プラグ
１２２を連動させ上に運動させ鉛直コンセント１５１の中に插入させ、それにより電流を
温度下げモータ１５０の中に伝導し、ファン軸１４９が回転しファンブレード１４８を回
転連動させ、それにより装置に対し温度を下げる。
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【００２３】
本発明の有益な効果は：晴れた日に太陽の光を電気エネルギーに転化して蓄え、また太陽
の光を吸収する部分は太陽に連れて運動でき、太陽の光を吸収する効率を更に高め、また
それはクリーンなエネルギーの太陽エネルギーであり、夜に装置を使用する必要がある時
、内部に蓄えた電気エネルギーを優先に使い、使い終えた後に外部の電源を使い、また装
置は作動して温度が高すぎる時、自動的に温度を下げ、装置の作動効率を強め、また装置
が作動できる寿命を延長する。
【００２４】
上記に述べたことは、ただ発明の具体的な実施方式であり、発明の保護範囲はこれに限定
されるものではなく、創造的な労働を通さない場合で想到できるすべての変化または入れ
替わりはいずれも発明の保護範囲に含むべきである。そのため、発明の保護範囲は請求項
に限定した保護範囲を基準とするベきである。
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